
夕張市地域活性化モデルケース提案書（１）））） ※地方都市型 【様式２】

■分散化する地域の集約化を進め、持続可能な地域社会を構築■分散化する地域の集約化を進め、持続可能な地域社会を構築■分散化する地域の集約化を進め、持続可能な地域社会を構築■分散化する地域の集約化を進め、持続可能な地域社会を構築

■あらゆる地域資源を活用した地域振興（人口減少の抑制、産業支援、若者定住）■あらゆる地域資源を活用した地域振興（人口減少の抑制、産業支援、若者定住）■あらゆる地域資源を活用した地域振興（人口減少の抑制、産業支援、若者定住）■あらゆる地域資源を活用した地域振興（人口減少の抑制、産業支援、若者定住）

地域活性化モデルケース（都市・地域）としての位置づけ地域活性化モデルケース（都市・地域）としての位置づけ地域活性化モデルケース（都市・地域）としての位置づけ地域活性化モデルケース（都市・地域）としての位置づけ

夕張市の現状分析（地域の超高齢化・人口減少社会の実態等）
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推計値（国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所）統計値（国勢調査）

〜S36最盛期

S36〜閉⼭期

S54〜炭鉱から
観光へ

H18財政破綻

⼈⼝減少率
（H17⇒H25) 26.2％ 全道１位

⾼齢化率
（65歳以上⼈⼝⽐率） 46.5％ 全道１位

少⼦率
（15歳未満⼈⼝⽐率） 6.2% 全道１位

単位：年・人



地域活性化に向けた目標
夕張市地域活性化モデルケース提案書（２））））

コンパクトシティの進め方のイメージ
【将来都市構造へのプロセス】 将来都市構造への再編は、概ね20年程度かけて段階的に⾏う。

＜現在：市街地分散＞＜現在：市街地分散＞＜現在：市街地分散＞＜現在：市街地分散＞ ＜当面：地区ごとにコンパクト化＞＜当面：地区ごとにコンパクト化＞＜当面：地区ごとにコンパクト化＞＜当面：地区ごとにコンパクト化＞ ＜将来：都市構造の転換＞＜将来：都市構造の転換＞＜将来：都市構造の転換＞＜将来：都市構造の転換＞

・次世代に希望が⾒えるまちへ
・真の地域再⽣へ（地域⼒・⼈間⼒の創造）
・⼣張の取組を全国の地域の⼒へ
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基本理念・まちの将来像・まちの基本目標 清水沢地区の将来像と基本方針

ー 清 水 沢 地 区 の 特 徴 ー

●全世帯の約４割が居住
●小中学校、高校がある。
●⽼朽市営住宅が多く建替えを促進
●工業団地がある。
●地形は⽐較的平地
●交通網が充実
（ＪＲ線、国道４５２号線）
●再開発可能な市有地が３４ｈａ
（うち清陵地区は２５ｈａ）
●ＣＢＭ国内開発最有⼒地

【将来都市構造図】

夕張市地域活性化モデルケース提案書（３）

夕張市まちづくりマスタープランの概要

将来の都市拠点将来の都市拠点将来の都市拠点将来の都市拠点



炭層メタン（CBM）は石炭層に含まれるメタンガス（非在来型天然ガス）

■メタンガス濃度が高い（95 %以上） ➡ 天然ガスの利⽤技術・⽤途が適⽤可能

■地表からのボーリングにより生産 ➡ 環境負荷が少ない

■安定したエネルギー源 ➡ 太陽光や風⼒発電との組み合わせ

■クリーンなエネルギー ➡ 燃焼時のCO2や汚染物質の排出が少ない

■CO2炭層固定 ➡ CBM増産とゼロエミッション発電の可能性

CBM資源量と開発適地（夕張市清⽔沢）の状況

夕張市地域活性化モデルケース（４）

■石狩炭田全体では
約400億m3の資源量

■我が国の天然ガス生産量*
約33億m3/年（2011）

■勇払（北海道）生産量*
約5億m3/年（2011）

石狩炭田

NEDO: 国内CBM資源調査可
能性調査(北海道地区)1998

将来の都市拠点（

清水沢地区）は

CBM資源に挟まれ
ている。

資源量が夕張全世

帯（5,600世帯）の
1,500年分のエネル
ギーに相当する。

天然ガス鉱業会, 石油・天然ガスノート
2013年1月

清水沢-南大夕張

夕張⻄部

このシミュレーション計算は、世界的に認められているCBM開発シミュ
レーションソフトウエア（COMET3）を使用し、夕張で実施された二酸化
炭素炭層固定化技術開発（経済産業省補助金）で得られた炭層条件な

どを用いて実施した。 ＮＰＯ法人地下資源ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ



夕張市地域活性化モデルケース（５）

ＣＢＭの地産地消のイメージ

石田鉄工株式会社ＩＩＩＩ

・エネルギーの“生産地”に止まらない地域資源の地産地消
地元企業、農家、公共施設等に対し電⼒や燃料を供給し、
地元で消費する仕組み

CNG配送⾞

ガスエンジン

圧縮ガス

安価な電⼒

熱エネルギーＣＯ２

エネルギー管理システム

新産業創造へ

公共施設等へ

頑張る地元企業へ

頑張る農家へ

ＣＯ２固定化



夕張市地域活性化モデルケース提案書（６）

ＣＢＭ開発有力区域

今後の都市拠点のイメージ（持続可能な社会構築＋地域元気創造）
○公共公益施設の集約

○⽼朽化した公営住宅の建設促進
○公共施設ファシリティマネジメント
○⺠間資⾦活⽤、官⺠協⼒（コスト削減）
○施設への地域エネルギーの導入
○既存施設の⻑寿命化、統廃合
△新築施設は複合・多機能、防災機能確保
△交通結節点との共同化

○地域エネルギー・地域資源の有効活用

○ズリ山活用（歳入確保・減災対策）

○森林資源（資材・エネルギー）

△人材の確保・育成

△ＣＢＭ開発促進（民間事業者支援）

△エネルギーを活用した農業支援

△市有地活用による産業誘致・企業誘致

△資源の域内循環

○持続可能な公共交通体系整備

○⾞両の中型化、ノンステップ⾞両導入
△ＤＭＶやデマンド交通の導入
△乗り換え利便性の向上など交通結節機
能の充実・整備

△ＣＢＭを活⽤した電気・⽔素⾞両の導
入やＥＶステーション整備

○まちの魅力づくり

○若者、高齢・障がい者向け住宅の創出
○地域おこし協⼒隊・外部アドバイザーの活⽤
△文化・スポーツ施設の更なる有効活⽤
（観光・交流⼈⼝創出）

△産業を担う⼈材育成（⼈事交流）
△新たな商業空間・賑わい創出
△環境負荷の少ない低炭素シティ

○子育て環境の充実
○図書機能や文化活動拠点整備
○学⼒向上のための取組
○郷土愛を育む教育（仕組みづくり）
△魅⼒ある高校づくり（⼈材確保・育成）
△児童館や、子育て支援施設整備
△安心して遊べる公園・緑地の整備

○安全・安心の確保、環境保全

○廃校等を活⽤した集落コミュニティ維持
や防災拠点の確保・整備

○地域医療、介護支援の更なる充実
△医療・福祉事業従事者の確保
△弱者と共⽣できる社会資本整備
△市⽴診療所の整備
△クイック下⽔道事業の検討

市有地活用

※○は実施中または一部実施、△は今後着手予定、構想



地域活性化モデルケース（地方都市型）・行程表

～取組みと評価指標・数値目標（ＫＰＩ）～

２６年度２６年度２６年度２６年度 ２７年度２７年度２７年度２７年度 ２８年度２８年度２８年度２８年度 ２９年度２９年度２９年度２９年度 ＫＰＩＫＰＩＫＰＩＫＰＩ

・建設戸数・建設戸数・建設戸数・建設戸数【【【【７０戸７０戸７０戸７０戸】】】】

１．住環境整備１．住環境整備１．住環境整備１．住環境整備

２．雇用創出事業２．雇用創出事業２．雇用創出事業２．雇用創出事業

３．ＣＢＭ開発関連３．ＣＢＭ開発関連３．ＣＢＭ開発関連３．ＣＢＭ開発関連

（１）公営住宅の建設促進（１）公営住宅の建設促進（１）公営住宅の建設促進（１）公営住宅の建設促進

３０年度３０年度３０年度３０年度

様式３

（２）民間賃貸住宅建設促進（２）民間賃貸住宅建設促進（２）民間賃貸住宅建設促進（２）民間賃貸住宅建設促進
・建設戸数・建設戸数・建設戸数・建設戸数【【【【４０戸４０戸４０戸４０戸】】】】

（３）民間によるグループホーム・高齢・障がい者住宅の建設促進（３）民間によるグループホーム・高齢・障がい者住宅の建設促進（３）民間によるグループホーム・高齢・障がい者住宅の建設促進（３）民間によるグループホーム・高齢・障がい者住宅の建設促進

・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【１０人１０人１０人１０人】】】】（１）地域資源活用（石炭ズリ）（１）地域資源活用（石炭ズリ）（１）地域資源活用（石炭ズリ）（１）地域資源活用（石炭ズリ）

（２）廃校活用関連（２）廃校活用関連（２）廃校活用関連（２）廃校活用関連

・建設戸数・建設戸数・建設戸数・建設戸数【【【【２０戸２０戸２０戸２０戸】】】】

・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【３０人３０人３０人３０人】】】】

（３）地域おこし協力隊（３）地域おこし協力隊（３）地域おこし協力隊（３）地域おこし協力隊 ・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【７人７人７人７人】】】】

（４）行政効率化（官民連携、外部委託）（４）行政効率化（官民連携、外部委託）（４）行政効率化（官民連携、外部委託）（４）行政効率化（官民連携、外部委託）
・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【２０人２０人２０人２０人】】】】

（１）民間事業者によるＦ／Ｓ調査の実施（１）民間事業者によるＦ／Ｓ調査の実施（１）民間事業者によるＦ／Ｓ調査の実施（１）民間事業者によるＦ／Ｓ調査の実施→→→→開発着手開発着手開発着手開発着手
・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【２０人２０人２０人２０人】】】】

・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用・事業関連雇用【【【【５０人５０人５０人５０人】】】】（２）関連事業（発電熱利用、市有地活用）（２）関連事業（発電熱利用、市有地活用）（２）関連事業（発電熱利用、市有地活用）（２）関連事業（発電熱利用、市有地活用）

４．歳入確保・歳出抑制４．歳入確保・歳出抑制４．歳入確保・歳出抑制４．歳入確保・歳出抑制

（１）公共交通体系の再構築（デマンド交通の導入、バス路線の効率化、ＤＭＶ営業運行誘致（１）公共交通体系の再構築（デマンド交通の導入、バス路線の効率化、ＤＭＶ営業運行誘致（１）公共交通体系の再構築（デマンド交通の導入、バス路線の効率化、ＤＭＶ営業運行誘致（１）公共交通体系の再構築（デマンド交通の導入、バス路線の効率化、ＤＭＶ営業運行誘致

・生活路線維持費補助・生活路線維持費補助・生活路線維持費補助・生活路線維持費補助

３０％削減３０％削減３０％削減３０％削減


